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EHR共同研究講座

• 医学研究科

• 2013年～2018年（5ヵ年）

• 京都大学医学部附属病院・医療情報企画部からスピンアウト

• 目的: “EHRを中心とした医療情報循環モデル”の社会実装

• 医療情報の標準化

• 医療情報の二次利用による自立採算型のEHR

• スタッフ

• 吉原 博幸（名誉教授）

• 粂 直人（特定准教授）情報学

• 小林 慎治（特定講師） 医師

• 研究テーマ

• ISO13606準拠の医療情報標準化

• 日本openEHR協会

• EHRシステム構築

• 日本医療ネットワーク協会: 千年カルテ・プロジェクト

• EHR運用支援

• 京都地域医療連携推進協議会: 京都まいこネット

• 二次利用

共同研究企業（6社）





EHR事例: 京都まいこネット

>3300 ユーザ (2016年4月現在）
Opt-in (全参加病院の患者数の約5%)





EHRシステム

医療情報DB
(ISO13606)

生活者

顕名二次
利用DB

二次利用運用機関 顕名データ運用機関

情報提供依頼承認・情報提供

依頼
（同意）

診療情報

閲覧

情報提供依頼

EHR:医療施設連携による診療支援
PHR:個人への健康・

医療情報の提供

データ利活用：医療情報を活用したデータ分析

匿名二次
利用DB

EHR運用機関

 個人同意契約管理
 閲覧者の認証

匿名化情報の蓄積
統計処理

ライフケア
関連企業

医療関連機関、大学等、
製薬企業、行政 等

医療関連
機関

 医療情報の規格化・匿名化

研究事業の概要（千年カルテプロジェクト）

本研究事業の目指す姿
・ B to B & B to C : EHRシステムの構築
 データセンター内に、”ISO13606”をベースに設計した
フォーマットを採用したDBと、各種フォーマットからの変換マッ
パーを準備することで、施設が抽出フォーマットに制限される
ことなく、参加施設にとって負担の小さいシステムを構築しま
す。

・ B to B & B to C : EHRの活用
 診療データの安全な保存により、災害時等での医療の継
続性を担保します。

 患者さんへの診療データ提供を通じて、健康意識の啓発、
病気の予防を実現します。

 地域連携医療に貢献し、医療の質・安全性・医療コストの
低減に寄与します。

・ B to R：EHRに蓄積したデータの二次活用推進
 法整備を含め国のデータ利活用に向けた検討の動きに合
わせて、医療情報の利活用を推進する準備を行います。

・ 循環モデルの実現
 医療情報の二次利活用での利用料により、EHRシステム
の永続的な運営と参加医療施設の拡大を進めます。

•今後の展開
•平成27年度はEHRシステムの構築を完了しており、
参加表明医療施設も継続して拡大中です。
•今後も医療情報の分析実証・各種機関のあり方の
研究など、医療情報の利活用と循環モデルの実現に
向けた実践的取り組みを推進していきます。

病院 診療所 ・・・

Mapper(ISO13606変換)

・・・

健康情報

閲覧

承認・情報提供

B to B B to C

B to R

利用料

利用料⇒
EHR運営、
医療施設拡大費用

目的：EHRを基盤として整備することと併せ，二次利用運用機関を設置し，医療データの二次活用を進めることで，
データの利活用とEHRの運用を独立採算で継続する体制を構築する．



千年カルテのサービス

患者

病院

診療所

千年カルテプロジェクト

電子カルテシステム

１．基本機能 ４．医療機関連携

 患者情報検索

 患者情報参照、分析

 診療情報共有
参照・登録・更新・

データ転送

３．患者向け

 基本属性情報

 健康管理情報

 検査値

参照・登録・更新

自宅PC・スマートフォン

 ログイン認証

 ID登録、参照、修正

 基本情報登録

２．災害サポート

 データ参照

病院

電子カルテシステム

参照・登録・更新・
データ転送

参照

１.基本機能

 EHRシステムを利用する上で必
要な基本情報登録、患者向け
ID登録等の機能を提供します。

２.災害時サポート

 万が一の災害による診療データ
消失に備え、診療データの遠隔
保存と緊急時に自院の情報を
参照する機能を提供します。

３.患者への情報提供サービス

 患者自身による健康情報の管
理のためのPHR機能を提供しま
す。

４.医療機関連携サービス

 医療機関間の診療情報共有の
ため、医療機関向けのEHR機
能を提供します。

５. 医療情報を元にした研究

 医療機関向けサービスの充
実に向けた研究を推進中
（異常値検知・通知、EDC
による臨床研究支援 等）

 現在、京都大学・宮崎大学
において、二次利用に向けた
基礎研究を推進中
（今後の法制度動向により、
実装可否を判断）

 診療履歴参照
 検査履歴参照
 異常値通知

 自院の患者情報閲覧
 診療履歴のある病院間
の連携（病院間、患者
の同意がある場合）



B2Cサービス : mHealth Application

診療文書リスト 検体検査結果の一覧



iDolphinViewer for iPhone/iPad

検査結果項目のグラフ表示



将来計画

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

医療情報の利活
用と循環モデル

の実現

Ｅ
Ｈ
Ｒ

EHRシステムの運営

参加機関の拡大

EHR運用機関の立上げ／運営EHR運用機関の検討

EHRシステム
の試作

参加機関接続に向け
た環境整備

環
境

組
織

二
次
利
用

運用機関
機能検討

二次利用試
行運用

医療情報の有
益な分析手法の

研究

充足度
検証

（匿名データ）利活用
者要件調査

パイロット構築

基礎調査

環
境

組
織

医療情報を元にした分析検証
(京都/宮崎大学病院)

ニーズ調査

全国への参加医療施設の拡大
EHR基盤構築

試行運用

試行運用

研究フェーズ 事業フェーズ



千年カルテの進捗

沖縄

北海道、本州、四国、九州年度 参加医療機関数

平成27年度 11

平成28年度 約20

平成29年度 約40

※調整中施設を含む



生活者

自治体

介護施設

EHRでのデータ標準化

健診
センター

検査
センター

接続先（データ提供元）

保険診療関連
フォーマット

• レセ電算
• 調剤レセ電
• 介護レセ電
• DPC調査 等

独自規格
• 独自CSV
• ベンダー独自

規格 等

・・・ サービス
提供

• 効果の高いサービス
（EHR/PHR機能、付随機能
等）

調剤薬局

診療所

病院

既存規格
• HL7（SS-MIX）
• MML
• MI_CAN 等

データ送信
• 接続先が対応できる既存
規格（HL7（SS-MIX）、
MML等）で送信

データ変換
• データ形式変換
機能を開発

データ蓄積
• ISO13606に対
応したデータ形
式で蓄積

EHR
システム
（国際規格）

デ
ー
タ

形
式
変
換

他のEHR
システム

他のEHR
システム

・・・

相互連携
• 他のEHRシステ
ムの規格に変換

Mapper Mapper

海外の
システム

デ
ー
タ

形
式
変
換



日本版概念拡張

日本OpenEHR協会

openEHRopenEHR

概念数

ISO踏襲

年

iso13606

概念拡張

iso13606

openEHR踏襲
openEHR

日本国内で実働可能なArchetypeの集合を定義
ISO13606をベースに，openEHRの概念拡張を取り込みつつ

日本版固有で必要とされる概念拡張を実施・管理



千年カルテ



kume@kuhp.kyoto-u.ac.jp
ご清聴ありがとうございました．


